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家電リサイクル券等に関する周知（依頼） 

 

 特定家庭用機器廃棄物（廃家電４品目）の引取り及び引渡しを円滑に行う観点

から、一般財団法人家電製品協会 家電リサイクル券センター（以下単に「家電リ

サイクル券センター」という。）が案内している平成 31 年４月１日からの家電リ

サイクル券の運用変更や、その他の留意事項について、次のとおり周知いたしま

す。 

貴会の会員小売業者に対して伝達いただきますよう、お願いいたします。 

 

 

１．指定引取場所における料金販売店回収方式の家電リサイクル券の是正確認手

続の変更（簡素化）について 

 料金販売店回収方式の家電リサイクル券（以下「グリーン券」という。）を

使用する小売業者（小売業者の委託先の収集運搬業者を含む。）等の負担軽減

を図るため、平成 31 年４月１日から、家電リサイクル券センターの運用変更に

より、指定引取場所におけるグリーン券の是正確認手続の変更（簡素化）が行

われます。 

是正確認手続は、グリーン券の排出者控を排出者に交付した後に、指定引取

場所などにおいてグリーン券に記載されている廃家電４品目の情報が誤ってい

ることが判明した場合の訂正手続として、運用されているものと承知していま

す。 

 特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）第 43 条第１項に規定する特

定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の排出者控の交付については、

特定家庭用機器再商品化法施行規則第 34 条第３号において「特定家庭用機器廃

棄物並びに排出者の氏名又は名称及び電話番号が管理票に記載された事項と相

違ないことを確認の上、交付すること」と規定されていることを踏まえ、各小

売業者（小売業者の委託先の収集運搬業者を含む。）においては、家電リサイ

クル券への記入誤りが生じないよう徹底をお願いいたします。 



 

 また、グリーン券の排出者控の交付前に記入誤りが判明した場合には、家電

リサイクル券センターの運用の定めに則り、書損じ券として家電リサイクル券

センターへ返送してください。 

 

 

２．料金郵便局振込方式の家電リサイクル券の様式変更について 

  料金郵便局振込方式の家電リサイクル券（以下「郵便局券」という。）につ

いては、平成 31 年４月１日から、家電リサイクル券センターにおいて、振替払

込受付証明書等の貼付け位置を現品貼付用片から指定引取場所控片に変更する

などの様式変更が行われます。 

  郵便局において配布される郵便局券は平成 31 年４月１日からすべて様式変

更後のものになりますが、排出者が同日より前に入手した様式変更前の郵便局

券であっても、同日以後も引き続き使用可能です。 

 

 

３．指定引取場所の営業日について 

  製造業者等が設置している廃家電４品目の指定引取場所の営業日は、それぞ

れの指定引取場所において若干異なります。特に、平成 31 年（2019 年）４月

28 日から５月６日までの連休期間は、廃家電４品目の円滑な引取りのため、各

指定引取場所において振替営業日が設定されており、これに伴い、連休期間以

外の月日における振替休業日も設けられます。 

また、年度の途中においても、引取台数などに応じて、臨時営業日や臨時休

業日を追加する場合があります。 

家電リサイクル券センターのホームページにおいて個別の指定引取場所の営

業日が表示されていますので、営業日を随時御確認の上、指定引取場所への持

込みをお願いいたします。なお、家電リサイクル券センターによると、平成 31

年度の指定引取場所の営業日のホームページ掲載は、平成 31 年３月下旬ごろに

実施予定とのことです。 

 

 

４．排出者による異物除去の徹底について 

  冷蔵庫・冷凍庫や洗濯機・衣類乾燥機の内部に異物（生ごみ、缶・ビン、衣

類など）が残置されている場合、指定引取場所における廃家電４品目の引取り

は行われません。指定引取場所において廃家電４品目の内部から異物が発見さ

れる事例が多発しており、異物への対応が、指定引取場所における小売業者（小

売業者の委託先の収集運搬業者を含む。）及び指定引取場所運営事業者の作業

時間に影響を与えています。 

  小売業者（小売業者の委託先の収集運搬業者を含む。）においては、排出者

に対して異物除去を徹底するよう求めていただくとともに、引取り時に冷蔵庫

・冷凍庫や洗濯機・衣類乾燥機の内部を確認していただくよう、御協力をお願



 

いいたします。 

  なお、排出者が廃家電４品目の内部の異物除去を行わない場合、異物除去が

行われていないことを理由として小売業者が当該廃家電４品目の引取りを拒否

しても、家電リサイクル法第９条に規定する小売業者の引取義務への違反には

該当しないことを申し添えます。 

 

 

５．リサイクル料金の改定等について 

  一部の製造業者等において、平成 31 年４月１日付けでリサイクル料金の改定

が行われます。リサイクル料金は製造業者等ごと、品目ごとなどで異なるため、

リサイクル料金についての応答を行う場合やグリーン券を用いてのリサイクル

料金の受領を行う場合は、排出者から引き取る廃家電４品目を確認し、最新の、

正しいリサイクル料金の額により応答及び受領を行ってください。 

  リサイクル料金は、家電リサイクル券センターが発行しているリサイクル料

金一覧表に記載されているほか、家電リサイクル券センターのホームページに

おいても確認することができます。リサイクル料金一覧表の追加配布を希望す

る小売業者（グリーン券を使用している者）は、家電リサイクル券センターの

コールセンターに御相談ください。 

  なお、平成 31 年（2019 年）10 月には消費税率の引上げが行われます。リサ

イクル料金の扱いに関して、消費税率の引上げに伴う運用上の留意事項につい

ては、今後、家電リサイクル券センターが小売業者等への案内を行うとのこと

ですので、今後各小売業者に送付される家電リサイクル券センターからの案内

を御覧ください。 

 

 

６．委託先の収集運搬業者への周知について 

  小売業者が廃家電４品目の収集運搬を他の事業者に委託している場合、委託

先の事業者に対して、上記１．～５．を周知していただくよう、お願いいたし

ます。 

 

 

 

 

 

 


